
地域みんなでまちづくり会議活動報告書 

地 区 名 第八小学校通学区域 

開催日時 平成２５年１１月７日（木）  午後７時から午後９時１０分まで 

会  場 残堀・伊奈平地区会館 学習室 

参 加 者 
市長の出席（有・無） 市民 １５ 名、地域担当職員３名 

合計 １８名（うち男性１７名 女性 １名） 

（議題等） 

 １ 会議規約の制定について 

 ２ 会長及び副会長の選出について 

 ３ 意見交換会 

   各団体の現状と課題について 

（会議の内容） 

１ 会議規約の制定について 

Q：この規約の決定は、どこでどの様に行うのか？ 

 A：この会議で、出席されている全員の同意により決定する。 

Q：この規約の中には、この会議で意志決定する場合の方法等が記載されていないが、この

会議としての意思決定は、どのように行うのか？ 

  A：初めはメンバー同士が緩い結びつきからということで、まずメンバー同士の情報交換

的なことから初めて、後にテーマ等について決定しなければならない時に規約に追加する

ことにしていた。 

  A：規約の中に会議の意思決定の仕方について、記載すればいいだけの話ではないのか 

 A：「メンバーの過半数の出席で、出席者の過半数の同意をもって」を規約に入れる修正も

可能であるので、次回の会議において、規約の修正案を提示させていただく。 

Q：中学校は、小学校の区域が重複しているが、すべての小学校に出席しなければならない

のか。すべてに出席するのは負担であり、意味があるのか、現実的でないのではないか？ 

  A：すべての小学校に出席してもらいたい。 

  A：実際にそれぞれの小学校から通っている生徒がいるわけだから、どこに出てどこに出

ないというのは、おかしいのではないか。すべてに出席すべきでないか。 

Q：今回のメンバーを見ると、ある地区からまったく会員が出ていないところがあるが、こ

れは問題なのではないか？ 

  A：今後も御理解をいただけるよう、話をしていきたいと考えている。 

  A：前に進まなければならず、この会議の趣旨から考えると、とりあえずできることから

やってみるということでどうだろうか。 

Q： 会議規約については、次回の会議までに意思決定について、項目を追加する修正案を提

示させていただくことを条件に、皆さんの承認をいただきたい。 

  結論：全員賛成で会議規約を承認した。 

 

２ 会長及び副会長の選出について 

 会 長 加賀山 源士 氏（三ツ藤むつみ会） 



 副会長 櫻 井 強 氏（三ツ藤自治会） 

 副会長 岡崎 孝昭 氏（民生児童委員協議会） 

 

３ 意見交換会について 

 それぞれの団体の現状と課題について 

老人会 

・高齢化が進んでおり、次の役員が見つからず、休止または配した団体がある。 

・むかし遊びの会を実施し、子供たちとのふれあいの場を設けている。 

自治会 

・自治会地域と小学校の学校区域が異なるため、子供会との連携を取るのが難しい。 

 ・高齢化率が高くなってきており、体を動かす活動ができず、自治会活動に協力できない人

が出ている。 

 ・加入者数が少なくなってきているので、自治会活動にメリットを持たせたい。 

・自治会の区域が、二つの小学校区にまたがっており、まとめるのが難しい。 

 ・会員が少なくなってきており、自治会活動が困難になってきている。 

 ・子供会に入っていても、自治会には入っていない人が多い。 

保育園、小・中学校 

・コミュニティスクールを昨年から始めた。 

 ・ふれッチャという１回７０分程度のクラブ活動をしており、これはその分野において長け

ている市民の方に、クラブ活動等の面倒を見てもらっている。 

・大人の人は、仕事をしていて忙しく、ＰＴＡの役員を決めるのも大変で、ＰＴＡ活動への

協力を負担に思っている。 

 ・大人を引っ張り出すには、子供がポイントになる。 

・クラブ活動が盛んであり、コミュニティスクールが今年から始まった。 

 ・地域フェスティバルを年１回開催しており、２０講座程度開講している。 

・地域とのつながり等を目的に、年１回土曜日の半日で中学校フェスタを開催している。 

 ・青少対及びＰＴＡの協力を得て、夏休みボランティアを実施した。 

 ・小学生と一緒にミカン狩りに行った。 

 ・市民と一緒のみんなの音楽会を開催した。 

 ・不審者がよく出没するので、ＰＴＡとおやじの会が協力してパトロールを行っている。 

 ・４つのクラブ活動に市民の方の協力をいただいている。 

 ・この地区は、交通の便が悪く、塾に行きづらいので市民の方の協力で補習を行いたいと考

えている。 

 ・古くから住んでいる人と、新しい住人が２つに分かれているように感じられる。 

 

 ＰＴＡ  

・児童数が増えてきており、教室が足らなくなるのではないか心配している。 

 ・ＰＴＡの構成員で、みんなＰＴＡの活動は一生懸命やってくれるが、自治会に入っている

人が少ない。 



 ・子供を結び付ければ、自治会活動に参加してもらえるのではないか。 

 ・小学校まつりを計画している。 

 ・地域でのグランドゴルフ大会を実施した。 

 ・学校をサポートするため、小中学校のＰＴＡ、青小対、おやじの会の有志が協力して月に

１～２回防犯パトロールを行っており、現在まで１５回実施し、メンバーは約３００人位で

ある。 

（次回予定） 

日  時 平成２６年２月６日（木） 午後７時から 

会  場 未定 

議 題 等 未定 

 

 


